
R224-024 会場: 301B 時間: 5月 29日 16:45-17:00

メタンハイドレート陸上産出試験における音波検層データを用いた分解モニタリン
グの試み

A trial of monitoring of the methane hydrate-production test by sonic well logging data
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メタンハイドレート研究開発コンソーシアム (略称:MH21)ではカナダマッケンジーデルタにおいて、2007年に第二回
目のメタンハイドレート陸上産出試験を実施した。本産出試験は地層内の圧力を下げることにより、メタンハイドレー
トの生産を目指した (安田ら、2007)。
掘削直後のオープンホール、ケーシング作業を行った後 (減圧法適用前)のケースドホール、減圧法を適用した後のケー

スドホールでそれぞれ音波検層を実施し、P波・S波のデータを取得し、そのスローネスを求めた。音波検層データは
シュルンベルジェ社が開発した SonicScannerを使用した。本ツールの特徴はケーシングの入った坑井においても、P波・
S波速度が測定可能である点である。まず、この機能について、評価するために、裸坑において、データを取得し、その
後、ケーシングセット及びセメンチングを行った後に、再度データの取得を行った。この 2回のデータを比較し、ツー
ルの性能を評価した。ケースドホールにおいても、オープンホール同様のデータを得る事が確認された。今まで、ケー
スドホールでは音波検層は非常に困難であると考えられてきたが、新しい道を開くものである。ただ、本坑井は、未固
結層であり、そのため、ケーシングとの音波速度の分離が容易であったための可能性もあり、固結層の場合には今後とも
検討が必要であろう。同時に取得された坑井検層データからメタンハイドレート飽和率を推定した後に、分解対象区間
(993～1005m)を設定した。対象区間にパーフォレーションを実施し、減圧法によるメタンハイドレートの陸上産出試験
を行った。更に産出試験後、再度、データ取得を行った。陸上産出試験の前後で取得されたデータを評価すると、メタ
ンハイドレート分解対象区間である 995～1005mにおいて、S波速度が小さくなった事が確認された。一方で、P波デー
タでは、産出試験後に 995～1005mにおいて、P波を確認する事ができず、P波速度を決定する事ができなかった。これ
は、メタンハイドレートが分解し、フリーガスとして、地層内に存在していて、地層の P波速度が水の P波速度である
1500m/sよりも小さくなり、P波が励起されなかった、もしくは減衰が大きくなったと推定される。
これらのデータから、P波速度、S波速度、P波速度/S波速度比とメタンハイドレート飽和率の関係を求めた (稲盛ら、

2008)。これらの弾性定数とメタンハイドレート飽和率の関係から、マッケンジーデルタの砂層内のメタンハイドレート
の賦存様式はマトリックスサポートタイプであると考えられる。この S波速度とメタンハイドレート飽和率の関係を用
い、メタンハイドレート分解区間において、産出試験前後の S波速度の変化から、メタンハイドレート飽和率が 70%前
後から 10%以下になったことが推定された。この結果は、坑内の生産設備などの制約はあるものの音波検層を用いたメ
タンハイドレートの分解モニタリングの可能性を示唆する。しかし、S波速度の変化の推定は非常に坑井近傍であり、水
平方向の分解状況を明らかにすることはできない。
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